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ヤ噂顛の戎顔（友汽以韓／〃通人まで）  
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格外現．増冬乳虹？東郷磨タヒ灸の軋／催であって終侭凛の鴨場は∂、エ、フ．  
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生産額糎麿と同一嶋克に放る。  

飼料単価の宅し＼ク駐占邑が娃華か童・く．≠ゴアいJt茎＼ノブ∵蓑iナせ†1しげ痴フ／’ミ。∫  

荘は軌軋単鹿町割に隼声当生計繋が叙釣上っぃトの長篠牒ヒ尊重早か昔くモ  

つ声＝とで痴る0   

最上町翠簡明感薬乞簡約寸丸け、  

、●一   

旬合と塵升私萄・つい・て、ミTl、〔∴f†1 ブ予／7耳にイドノ・くこ，f・・ソプ7  

老水温まて塘潤し玖輯［ド謀な腐脚に用達え‾て凍放＿した′J   

払〉 飼料一首チ・ソ′ノブード仁つし＼て超携Ll）′1／、r一つノゾウ㌧ク†＿し見解つ㌔  

合曽1・合けテ．7．∫、ノ♂、ノ㌻、‘て‘ノβとしナ∴ 甲僻西昭1ヰ顛⊂／フ  

ノ冒、T〇ノ√占グ、エとし魚柏r才∫、フ、∫．ハ′） フ∫ノ壬＝としモ∴   

しJJ■ゾ．風長の舟革は息且即こ／哲患睾也をサったJ  

（4J繁擬革、磯原老後（j各広間にj特別の真に拍カったか各旦筈にtr’肇照雄】  

にt刀替後にカニニバ㌦し㌧」解凍＝巨私蒐イ」二．1∴て 1リイr＼J圭・空∵i  

箪′竺がろったのでど」メ9リンしク．ユ之ノさ、誉㍗コし  

」丁・ト／韓埠卑丸車≠ユダ逢え壷では占∴   ∠∠、／エフ■丁宜三ゝり伍、、■、こ．ラ  

∈∴小ク置より烏ク＼っ′ナ＝、超過エし了キメこ宗トてよ、う震JFこ小一ソユⅩ1＼ りたく   

ノ骨4？区・エリ蒜ヰ、つ声ク金網笹ビ」ヰJ－、（が7止∴・リノ広▼・ チエ√云つ■  

レフ／ノ   



肯ノニノア1し：、J．／埋けク杖より轟か句た。  

しイ）′ ノ＜ノー件に等した蘭鼎量に主考凋まて、一首占区、／区東伯くヱ、j＝夏か  

三i′′ノ＼つたその価格／音革命の布トク広ニノ〉噴も伍く．怯、ミ＼ごをノ昔¢川叫に   

従っ √、いる。〃週L人降rはゴ区、ノ広か墳粁穿か脅く ㌻区が1〉＼中吉く   

化白描ヾ同級でかった。  

飼吋平価一まク区より／旺仁偲こ穴督く、飼料喫fd・つ区ザ環む高く、∫駐   

が照も牽かっFク全均圃席眉でJl覇粋賢はβ区が泉南で最低は∫区であ   

った・飼料費はコ温か最も牽く次し、で∫区‥ 東尾！吉ク区で番った．  

（ク〕工朝†－ルの取合風食別ド軋戟す届と伸垣で甘4遁ノ♂週．玖‘二人塞が   

なく周東塁、軍水率、均弓解費只ユ期が絡合レてみ盟主でl毒素uヰ小った∂   

友凰以降では、チ監が飼料豊 厚東辛気ドよく、久いてユ甚．占区は友風  

．毒での飯ミ盈軽骨でモなかっにの  

横側よりの蔵図でぼ占区が密加率では最もよく．倭博昭舟運、誓水率   

て、∃言ユ佃でみリナ取掛商科笹木牽か取和良かっFの  

火♂当り産屋烏司耕僚ではユ瓦▼伊革も良く、√区が次によかっ声㍉  

ほ〕エ牒＝－ルク、∫彰酢冶半音けるメチオニン添ね盈比救寸ると添加鼠カ（   

ガ＼よケ、っ芦㍉  

（？）ペルーミーノしとェ載葛ミールク、∫果敢命左比較すうと体重においては入   

居なくゼ即軒談取監、厚木車庫ペルーミール馴ミ狩ゝ脅かった（廟碑凄も   

大差なかった〃  

以上の解凍 

でありエ簡ミールの畢‘合籾j令も初男島領斜、一戸僻料具に∫尾の配合で禿   

㊥賓承の那9孔逢ノ叙することが可観である．  

、「・二ヽ   




